
面倒なブーツ交換

　面倒なドライブシャフトブーツ交換を「どうに
か手間をかけずに作業したい」と、現場スタッフ
なら誰もが一度は思うだろう。
　これまで、作業効率アップをウリにした補修用
ブーツとして「分割タイプ」が出回っていた。こ
れは、古いブーツを取外せばシャフトとジョイン
トを切り離さないで装着できるため、大幅な作業
時間の短縮を図れるのが特徴だ。
　ただ、ブーツの接合面に接着剤を塗布する性
質上、走行中に接合面が開いてグリスが飛散する
ケースがしばしば見受けられた。
　そのため、取扱う整備工場としても「再入庫」
と「無償修理」のリスク要因を常に抱えることか
ら、業界全体で積極的に利用するムードはあまり

広がらなかった。

伸縮性と耐久性に優れた
日本製ゴムを使用！

　シャフトとジョイントを切り離さずにブーツ交
換を行うとしたら、シャフト側に配置されるブー
ツの小径部がジョイントの外径を上回るまで広げ
るほかに手段はない。
　それが可能になれば作業時間を大幅に短縮でき
るうえ、製品の構造から考えて走行中に破れる心
配もない。
　本項で紹介する「オールイン２ブーツ」は、そ

アウター側の２段目も
しくは３段目の蛇腹部
までブーツバンドが装
着できる幅をそれぞれ
に設けている。ドライ
ブシャフト・アウター
ジョイントの外径 97㎜
まで使用できる。

補助工具（ブーツインサーター）

専用工具（コーン）

蜻伸張率 500％の
ブーツを傷めず広げ
るために、補助工
具「ブーツインサー
ター」を使用する。

■オールイン2ブーツ

作業が面倒なブーツ交換は、誰でも一度は大幅
なタイムロスを経験したことがあるはずだ。



れを実現した商品として脚光を集めている。
　同製品の特徴は、日本製の特殊ゴムを原材料に
採用し、専用工具（コーン）で広げるとアウター
ジョイントの外径を上回るまで広げることが可能
な伸張率 500％という伸縮性を備えている点だ。
これにより、作業時間は 30 分程度まで短縮でき
るので、車検時の付帯作業として行っても、利益
が確保しやすくなると考えられる。
　このタイプは、以前から複数のメーカーが製品
化しているので、製品そのものに真新しい印象は
受けない。
　ただ、同製品は蛇腹の段数を純正品より増やし
て屈曲運動に強い構造としているうえ、蛇腹の谷
の部分にも補強を入れて耐久性を向上させる（実
用新案特許出願中）など、他の同類製品との差別
化を図っている点を見逃してはならない。

2種類のブーツで軽自動車から
普通車まで95％のクルマをカバー

　また、同製品はアウタージョイント側から数え
て２段目もしくは３段目の蛇腹部までブーツバン
ドが装着できる幅をそれぞれ設けており、軽自動
車から普通車まで２タイプのブーツで 95％の車
種に対応する構造とし、在庫負担の軽減などの面
にも配慮している（ただしアコード※１、オデッ
セイ※２、アウディＡ４／Ａ６、FR車、四輪駆動車、
ダイハツの一部ABS 装着車など一部の車種には
使用不可）。
　なお、同製品はブーツ本体のほかにブーツバン
ド大小１本ずつとグリスも同梱しており、リーズ
ナブルな点も魅力のひとつといえよう。
※ 1：アコードCB・CD・CE・CF系 ／ ※２：オデッセイRA系

蛇腹の谷の部分に補強を入れて
耐久性を向上させている（実用
新案 506087657 特許出願中）。


